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第 5節 庄・蔵本遺跡における放射性災素年代 (AMS測定)

株式会社  加速器分析研 究所

(1)測定対象試料
庄・蔵本遺跡は、徳島県徳島市蔵本町2-50-1(北緯34° 4/44〃 、東経134° 31′ 9〃 )に所在し、鮎
喰川東岸の沖積平野 (三角州性扇状地)に立地する。測定対象試料は、東病棟地点 (第 2図 13)旧河道
SD61出土炭化物 (No.1:IAAA-91359)、 同土器付着炭化物 (No.10:IAAA-91360)、 西病棟地点畠遺

構SU303(第 24図 )出土炭化物 (No.2:IAAA-91861)、 同地点畠遺構畝 1(第24図 )出土炭化物 (No.3:
IAAA-91362)、 同地点弥生時代前期初頭の層 (第 26・ 29図 )か ら採取した土壌 (No.4(5c):IAAA―
91363)、 同地′点縄文時代後期～晩期の層 (第 26・ 29図 )か ら採取した土壌 (No.5(1lc):IAAA-91364)、
総合実験研究棟地点弥生時代前期初頭の層 (第22・ 23図 )か ら採取した土壌 (No.6(4):IAAA-91365、
No.8(8c):IAAA-91367)、 同地点縄文時代後期～晩期の層 (第22・ 23図 )か ら採取した土壊 (No.7
(6):IAAA 91366、 No。9(13c)河AAA-91368)、 合計10点である。

(2)測定の意義
炭化物の年代測定により、考古学的に示された年代観を確認する。また、土壌の測定によって土層の

地形環境を復元するための年代的目安をえる。

(3)化学処理工程
1.炭化物の化学処理
1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。
2)酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA:Acid Alkali Acid)に より内面的な不純物を取り除く。最初
の酸処理では lNの塩酸 (80℃)を もちいて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希
釈する。アルカリ処理では lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を もちいて数時間処理する。な
お、AAA処理において、アルカリ濃度が lN未満の場合、表中にAaAと 記載する。その後、超純水
で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を もちいて数時間処理した後、
超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で30分、850℃ で 2時間加熱する。
4)液体窒素とニタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精製
する。

5)精製した二酸化戊素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作製す
る。

6)グラファイ トを内径 lmmの カソー ドに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

2.土壌の化学処理
1)メ ス・ピンセットを使い、根・石などの不純物を取り除く。
2)酸処理 (HCl)に より内面的な不純物を取り除く。 lNの塩酸 (80℃ )を もちいて数時間処理する。
その後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

以下1.炭化物の化学処理の3)以降に同じ。

(4)測定方法
測定機器は、3 MVタ ンデム加速器をベースとした望c―AMS専用装置 (NEC Pelletton 9 SDH-2)を 使
用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。こ
の標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
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(5)算出方法
1.年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年)を使用する (Sttliver and Polach 1977)。
2.〕C年代 (Libby Age:yfBP)は、過去の大気中

HC濃
度が一定であったと仮定して測定され、1950年 を

基準年 (O yrBP)と して遡る年代である。この値は、δ
おCに よって補正された値である。

μC年代と誤差

は、 1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。また、
望C年代の誤差 (± lσ )は、試料のコC年代が

その誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

3.δ おCは、試料炭素のおC濃度 (“Cr2c)を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位体

比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 )で表される。測定には質量分析計あるいは加速器を

もちいる。加速器により
BC′2cを
測定した場合には表中に (AMS)と 注記する。

4.pMC(percent Modem Carbon)イ よ、標準現代炭素に対する試料炭素の
望C濃度の割合である。

5。 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の
望C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の

“C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、“C年代に対応する較正曲線上

の暦年代範囲であり、 1標準偏差 (lσ =68.2%)あ るいは2標準偏差 (2σ =95.4%)で表示される。

暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない
ユC年代値である。なお、較正曲線およ

び較正プログラムは、データの蓄積によつて更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異

なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージヨンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正

年代の計算に、IntCa104データベース (Reimer ct a1 2004)を もちい、OxCalv4.1較 正プログラム (Bronk

Ramsey 1995 Bronk Ramsey 2001 Broluc Ramsey,vall der Plich and Weninger 2001)を 使用した。

(6)測定結果 (第 4表、第39,40図 )
東病棟地点旧河道SD61出土炭化物No.1の“C年代は2260± 30yl・BP、 同じく土器付着炭化物Xo.10が2330

±30yl・BPである。弥生時代前期ごろの年代を示している。

西病棟地点畠遺構SU303出土炭化物No.2の
HC年
代は2430± 30yrBP、 同地点畠遺構畝 1出土炭化物No.3

が2420± 30yrBP、 同地点弥生時代前期初頭の層の上壌No.4が3000± 30yrBP、 縄文時代後期～晩期の層の

上壌No.5が3080± 30yrBPである。No.2と No.3は ほぼ同年代で弥生時代前期ごろ、No.4と No.5は縄文時代

後期～晩期ごろの年代である。

総合実験研究棟地点弥生時代前期初頭の層の土壌No.6の
望C年代は2880± 30yl・BP、 No.8が2970± 30yrBP、

縄文時代後期～晩期の層の上壌No.7が3210± 30yrBP、 No。9が3150± 30yIBPである。No.6と No.8は縄文時

代晩期ごろ、No.7と No.9が縄文時代後期～晩期ごろの年代 となった。

炭素含有率は災化物が60%以上、土壊が数%程度で、化学処理、測定上の問題は認められない。
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第 4表 試料の年代測定結果

測定番号 鵡 採取場所
翻

形態

鯉

雄

δ
13c17。。l

lAM)

δ BC狛揃Eあり

LibbyAge lyrBP) pMC∽

AAA‐913S No.1
東病棟地点

遺構:旧河道 SD61
炭化物 AaA ‐24.57士 儀Ъ 2,260圭 30 7551± 0.28

AAA‐91861 No.10
枷 点

酷 J日睫 SD61
帥 着炭化彰 ‐10。αS上 0.36 2→30± 30 7431± 0.27

AAA-9186] No.2
西病棟地点

遺構:畑遺構 SU303
脚 吻 AaA ‐22.67± 0.68 2詔80± 30 73,3± 030

AAA_01■
“

No.3
西病棟地点

遺構:畑遺構畝1
炭化物 ‐2547± 0,41 2,420± 30 73つ6■ 027

AAA_01■κ: No.4oC)
西病棟地点

層位 :弥生前期初頭
換 IICl ・2412上 0,6Cl 3却ЮO± 30 68,SCl± 0。29

A A A tL14trtZ No.5(1lC)
西病棟地点

層位:縄皮後期～晩劇
強 HCl ■■96± 0.59 3,080± 30 68.16± 0.27

▲△▲nl■(4 No.6④
維淫半実掲簸研安力紺也′く

層位 :弥生前期初頭
捺 HCl ・16.76と 0.62 2,880上 30 69.89± 028

▲△▲_01■κr No.7o
維濫半実翅無研究力紺也′く

層位 :縄炭後期～晩潮
挨 IICl ■8.段5± 0.42 3,10± 30 6705± 026

AAA‐9136; No.8(8C)
締 蜘 点

層位 :弥生前期初頭
攘 IICl ■832■ 0.48 2拶ワ0± 30 6906± 028

AAA■ 01■A No.9(13②
総合実験研究棟地点

層位 :縄虞後期～晩鋼
螢 HCl 工■73■ 0.43 3,150± 30 67.57■ 0。28

E43188,3189]

測定番号
δ BC純なし

―
ERoIBP) lσ 燿%留 翻 2σ庭手毎引代後屯囲

Age 6rBP) pMC(%)

IAAA‐913働 2,250± 30 75.58± 0.28 名256± 30
388BC‐ 356BC 99。 2均

286BC‐ 234BCo9.0豹

395BC‐ 349BC c35,8均

314BC‐ 208BCo9,6均

IAAA‐91360 2,090± 30 7712± 0,27 2,331上 28 406BC‐ 386BC68.2均

506BC‐ 439BC(6.0均

420BC‐ 361BC(88.Oo

271BC‐ 262BC(0。 7ワ|

IAAA-91361 2,390± 30 74.29± 0.28 2,426± 32
716BC‐ 695BC(7的

540BC‐ 410BC c606均

750BC‐ 687BC(18.0ワ |

667BC‐ 642BC(5.2均

593BC‐ 402BC172.2均
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測定番号
δ BC和蔽B後し

卵 甲(が⊃ lσ 濯繁P伏奪観コ 2σ暦年代範囲
Age tvrBPl pMC(%)

IAAA‐91362 2,430± 30 73.88± 0.26 2,423± 29 538BC‐ 409BC o8.29o

748BC‐ 687BC(16.2均

666BC‐ 644BC(4.●■ヽ

591BC‐ 578BC(1.1ワ0

561BC‐ 402BC g3.9埼

IAAA‐91363 2,990± 30 68.92± 0.27 3,004上 33

1367BC‐ 1363BC(1,7埼

1314BC‐ 1208BC(62.8ワ ⑨

1201BC‐ 1196BC(2.0ワ⑨

l139BC‐ 1135BC(1.8均

1379BC-1336BC(■ 8均

1322BC‐ 1129BC(836ツ9

IAAA‐91364 名960± 30 69.15± 0.26 39079上 31
1406BC‐ 137tlBC(32.5均

1357BC‐ 1316BCo5.7均
1421BC‐ 1268BC(95,4ワ⑨

IAAA‐91365 2,740± 30 71,07上 0.27 名878± 31 1114BC‐ 1010BC o8.2均

119閉 C‐ ■76BC(2.1埼

11(BBC‐ 1143BC(2.6均

1132BC‐ 972BC(87.S'ヽ

960BC‐ 937BC(3.3均

IAAA‐91366 3,110± 30 67.90圭 0.25 3,210■ 30 1501BC‐ 14猟BC o8.29o 1530BC‐ 1418BC(95.4埼

IAAA‐91367 2,860± 30 70.01± 0.28 名973と 33

1263BC‐ ■88BC eS erヽ

1181BC‐ 1155BC(138均

1146BC‐ 1130BC(9.0埼

1368BC‐ 1362BC(0.5均

1314BC‐ 11■BCel.4フ|

1103BC‐ 1074BC(2.6ワ|

1066BC‐ 1056BC(0.駒

IAAA‐91368 3,030± 30 68.58圭 0。27 3,149± 32
1488BC‐ 1484BC(2.7均

1454BC‐ 1399BC(65.5均

1498BC‐ 1380BC 192.6埼

1336BC‐ 1322BC(2.8ツo

惨如
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第39図 測定結果
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第40図 測定結果


